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                  工（広，λ）＝α1（f）G＋λH，
                  λ（オ，λ）＝ろ（≠）十λHG－1．
 ここでα十，ろはんの元とし，λは任意の変数とする．λのべき乗の係数を比較することによりLax形
式
                    a                   一工＝工λ一λ工                   励
は次の方程式系と同値である．
            λ2：H2G－1－H（；■1H＝O，
            λ1：∬（ろ）∬一ろH＋α1GlHG－1－HG’1（α1）∬＝O，
              a            λo：一α1＝α1G（ろ）一ろαユ．              励
特別な場合として力を整数として




                 旭              尾一1               み＝Σ Σ C（S）παH、。∫、十．．一十∫、
                 ｛E1 51，∫2，．．．，∫＾＿1      上＝O
がえられる．ここで
             Sゴ》O， S。＝0， S、十S・十…十S尾一・≦伽，
                     プ＝力一1，
                C（S）＝后7－S1一…一∫尾＿1＋1
（Bogoyav1ensky（1988））．これより上記の∫＝2の場合
             ∫、＝ム， ∫。＝2κ， ∫。＝3乃十9ム，





            工＝α1G＋λC1H＋λ2a1H2G－1，   ノ1＝ろ十λ∬G＝‘1
を考える．λのべき乗の係数を比較することによりLax形式は
          α1＝o，G（ろ）一切、， c、＝o、∬（ろ）一ろ。、十α、一HG－1（α、），
        a。＝O＝a，H2G一’（ろ）一〃1一∬G一’（o、）十〇、， O＝arHG一’（a、）
なる方程式系と同値である．
 c1＝ろ，a、を単位元，∬を恒等作用素とすると
              ろ＝α、一G■1（α1）， α1＝α、G（6）一ろα1
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道2項分布の拡張とimproperた分布
柳 本 武 美
 1．序
 確率過程において初期通過時間の概念はポピュラーであり，イメージが明確な割には統計モデルとし
ての利用はスパースである．道2項分布とその拡張した分布が人問の社会で現れる極めて変動の大きい
事象を解析するために有用と考えられる．
 2．初期通過時間モデル
 初期状態を々（自然数）とし推移確率を州とするマルコフ過程を考える．更に加＝カゴー1でかはク＜
一1のとき0であるとして，吸収壁は0であるとする．特にO＜力＜1として，力一、＝力，力。＝1一力と置く
と，初期通過時間を表す確率変数Zに対しX＝Z一后は負の2項分布になる．Yanagimoto（1989）は
力一1＝力，力・＝1一力と置くと，X＝（Z一々）／2が負の2項分布と呼ぶべき分布にたることを示した．清水・
柳本（1991）はか、，力。，力、のみが非零とたる場合を調べて，これが負の3項分布と呼ぶべき分布になる
ことを示した．渋谷によれば他にも面白い例がある．
 3．特徴と拡張
 導出から后について再生性をもつことが分かる．また導出された分布は任意の正数后に直接的に拡張
できることが多い．負の2項分布と道2項分布は簡単なリンク関数をもつ指数拡散分布族に属すること
も分かる．母数の直交性，尤度の分解の面からも都合の良い分布になる．またimproperた分布，即ち・。
の値を正の確率でとる分布，を表現できる．Mover－stayerモデルとは違って確率過程の帰結としてim－
proper分布を説明する．
 別の長所の拡張の容易性である．実際に則していると考えられる推移確率を定義すれば良い．このこ
とは分布そのものを考えるより易しいように思われる．
